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ファシリテーターの紹介（あいうえお順） 

池上彰氏（フリー・ジャーナリスト、東
京工業大教授）       

1950 年、長野県生まれ。ＮＨＫ記者
として「週刊こどもニュース」などを担
当。2005 年に独立。現在はジャーナリ
ストとして現代史の現場を取材。今年か
ら東京工業大学教授。 

内田和成氏（早稲田大学大学院商学研究
科・早稲田大学ビジネススクール教授）  

ビジネススクールで戦略とリーダーシ
ップを教える元ボストンコンサルティン
ググループ日本代表。経営に関するアド
バイスを行う、企業経営者のコーチ。 

磯崎道佳氏 (美術家・アーティスト）  
様々な表現形態を通じて、誰もが持つ

好奇心を引き出し、 新しい視点を発見す
る場を制作・発表している。主なプロジ
ェクトに、面識のな い者同士による手紙
の交換を目的とした「パラシュートとマ
キオ」。参 加者と巨大バルーンを制作す
る「DOME Project」 など。 

梛木泰西氏（テレビマンユニオン・プロ
デューサー）       

早稲田大学卒業後、１９８６年テレビ
マンユニオンに入社。「地球ＺＩＧＺＡ
Ｇ」「世界ウルルン滞在記」など数々の
ＴＶ番組を演出・プロデュース。現在
「情熱大陸」「ＮＨＫスペシャル」「ハ
イビジョン特集」などのドキュメンタリ
ー番組をてがける。 
 

日本の現代史を学ぶと、日本の強
さを痛感。日本は、そして東北は必
ず復興すると信じます。一緒に考え
ましょう。 

私は北海道ニセコ町に住んでいる美
術家です。今回、みなさんと一緒に
「未来」について対話しながら大き
なドーム型のバルーンを作ります。
最後に中に入って遊ぶこともできま
す。未来をあなたたちの想像力で捕
まえましょう。 

みなさんが自分たちの未来を創るた
めに、コンサルタントの立場から、
時には厳しく、時にはアッと驚かせ
るものの見方でお手伝いします。よ
ろしく！ 

東北には世界に誇れる伝統が、文化
が、人情があります。みんなで力を
合わせて、勇気を持ってアピールし
ましょう！ 
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To inert

三浦浩喜氏（福島大学教授）  
福島生まれの福島育ち。専門は美術教
育学と文化活動論。約 100 人の学生
が３ヶ月にわたって子供たちと企画・
実践する「自然体験学習」などを開
催。 

Gad Weil（ベイル）氏 （国際イベン

トプロデューサー&ステージディレクタ

ー）   

シャンゼリゼでの自然や電車や飛行
機を使ったイベント、中国のパレー
ド、また 2000 年 7 月 14 日には 200

万人を集めたピクニック、10 年に渡
るニースでの有名なカーニバル等、世
界各地でイベントを開催。 

Ｅｄｍｕｎｄ Ｌｉｍ（リム）氏 
(シンガポール Huamin 小学校校長）  
シンガポール教育省の「子供が２０５０
年のシンガポール未来を考えるプロジェ
クト」に関わる。日本でも東京大学の主
催する数学の教え方・学び方に関する国
際比較のためのプロジェクトに関わり、
日本で勉強した経験をもつ。 

三谷宏治氏（金沢工業大学虎ノ門大学
院主任教授）       
1964 年大阪生まれ福井育ち。東京大
学卒業後、経営コンサルタントとして
20 年働く。2006 年からは特に子ども
たちや親・教員を対象にした授業を全
国で展開。 
  

これまでの 30 年に渡る私の経験を、皆
さんに伝えるためにここに来ました。皆
さんのパリでのイベントは、東北の自信
と希望、そして再生を世界に示す、素晴
らしいものになると信じでいます。
<<Votre jeunesse, vos idées et mon 

expérience seront ensemble les 

ingrédients d’un grand succès. (Your 

youthfulness and your ideas together 

with my experience will make the 

ingredients of a big success.)>> 

大震災以来、ずっと学生たちとボ
ランティア活動をしてきました。子
どもたちは皆元気ですが、とてもが
まんして生活しているなと感じてい
ます。2012 年 3 月 26 日を「子ども
復興スタートの日」にして、苦しさ
・悲しさに耐えてきた力を、未来を
つくる力に変えていきましう！！！ 

私はみんなの発想力と決める力をア
ップさせるトレーナーです。イロ、
グラス、紙コップ・・・いろいろな
不思議が隠れています。それを発見
し、探究していきましょう。砂漠、
雪山・・・いろいろな困難が待ち構
えています。それを自分で決め、み
なで話し合って決めましょう！

I am an educator and I have learnt a 
lot from Japan. I love Japan. I 
believe in the strength of the 
Japanese people. I hope that the 
people of Tohoku will successfully 
recover. I send my best wishes, 
especially to the wonderful 
children of Tohoku.  Please keep 
up the positive spirit!" 
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審査員の紹介（あいうえお順） 

ファシリテーター兼審査員 

池上彰（フリー・ジャーナリスト、東京工業大教授） 

内田和成（早稲田大学ビジネススクール教授）   

三浦浩喜（福島大学教授）  
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鈴木寛 （情報社会学者、ソーシャル・
プロデューサー、参議院議員、前文部科
学副大臣） 
通産省、シドニー大学、慶應義塾大学
SFC 助教授を経て参議院議員。2009 年文
部科学副大臣に就任。高校無償化、奨学
金抜本拡充、スポーツ基本法制定、コミ
ュニティー・スクール運動等を手がけ
る。学校の先生や保護者との対話を通し
て教育政策や教育現場を創り上げていく
「熟議」の取り組みと、各大学で行う若
者塾「すずかんゼミ」がライフワーク。
著書に『「熟議」で日本の教育を考え
る』など多数。 

丸山邦治（株式会社丸山海苔店 代表取
締役社長） 
1937 年生まれ。61 年立教大学経済学部卒
業後、花王入社。72 年夏季スタンフォー
ド大学グラデュエートスクール・オブ・
ビジネス終了。79 年企画部長を経て国際
部長就任。80 年花王アメリカ副社長。85
年ニベア花王常務取締役総支配人。91 年
丸山海苔店社長就任。2004 年特定非営利
活動法人ゴールデンアカデミー副理事長
就任。06 年ヒーローズ・エデュテイメン
ト取締役就任。東京銀座新ロータリーク
ラブ会長。２００８年、パリに日本茶喫
茶・茶葉を提供する「寿月堂」パリ店を
オープン。マスメデイア約１５０誌で取
り上げられ、評判をよぶ。 

ＯＥＣＤ東北スクールを通じ
で日本の文化を発信し、世界
のかけ橋となり、自分達の素
晴らしい未来をデザインしよ
う! 

東北の中高校生の皆さ
んと話をすると、いつ
も新しいパワーを頂き
ます。皆さんと一緒に
復興を進めて、新しい
日本を創りたいと本気
で思います。お会いで
きるのを楽しみにして

います。 


